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第 19回  春 の講演会のご案内

日

場

講

「メソポタミアと聖書の祈り」

時  2012年 6月 16日 (土)午 後 2時 -4時

所  お 茶の水クリスチヤンセンター 415号 室

千代田区神田駿河台 2-1 0CCと
｀
ル 4階

ホ入場無料 (席上献金あり)

師 高 井 啓 介 氏
(慶鷹義塾大学・明治学院大学非常勤講師)

東京大学文学部宗教学宗教史学科卒業。 シ ュメール語およびアッカ ド語による

書簡形式の祈りを題材として米国イエール大学大学院中近東言語学科にて博士号。

専攻はアッシリア学、北西セム語、旧約聖書学、宗教学。

「祈 り」はわた したちの宗教的生活の中心を しめています。会衆が心 と

声 を合 わせ て共 に祈 る祈 りがある一方で、わた したち一人一人がそれぞれ

自由な ことばで祈 る祈 りもあ ります。祈 りのなかには、感謝があ り、賛美

があ り、訴 えがあ ります。 1日約聖書の時代のひ とび とも私たち と同様 に、

祈 りのなかで神 を賛美 し、神 に感謝す るとともに、彼 らが直面 していた間

題 を神に訴 えかけていま した。

旧約聖書のひ とび とが直面 していた問題 は多岐にわた ります。 人間関係 の

困難 さ、病気 の苦 しみ、死の恐れ、不正による抑圧 な ど、現代わた したちが

かか える問題 の雛形がそ こにあるのです。信仰者 はそのよ うな苦 しみのなか

で、率直に嘆 き、そ こか らの解放 を神 に訴 えま した。 旧約聖書に収 め られた

祈 りの多 くが、実はこの よ うな祈 りです。嘆 きの祈 りにはある一定の形式 と

内容があ ります。 旧約聖書のひ とび とはそれ をどのよ うに学び、 自分たちの

もの としていつたので しょうか。

今回の講演では、古代オ リエ ン トの祈 りの文脈 を視野の入れつつ、旧約聖

書の祈 りについて皆 さん と一緒に考えてみたい と思います。
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